The dream which the dead visit - Psyhological description of Jin Ping Mei (金瓶梅) - by 戸田  聖子
死者の訪れる夢―『金瓶梅』の心理描写―































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                   
(11)
武松の夢に現われる兄の武大は、生きていた時と同じはっきりしない態度を示して弟に
あきれられ、李瓶児の夢に現われる前夫花子虚は、財産が李瓶児を通じて西門慶に取られ
たという、きわめて現実的な損害を根拠に李瓶児を責める。その李瓶児は死後西門慶の夢
に現われた際も、生前と何ら変わらぬ愛情を西門慶に示し、二人の間には生前と同じよう
に性交渉までが行なわれるのである。 
(12)
 羅建平『夜的眼睛－中国夢文化象征』（四川人民出版社、2005）では、象徴法、連想法、
類推法、易占法、解字法、諧音法などを夢占いの方法として挙げ、これらを相互に関連づ
けながら、夢の内容を分析して吉凶の判断に供するのが夢占いであるとしている。 
(13)
 劉文英『中国の夢判断』（東方書店、1997）参照。人はなぜ夢を見るのか、ということ
は、太古の昔より人々が考え続けた問題である。夢を見る心理的な原因について、『周礼』
は「六夢」（正夢、噩夢、思夢、寤夢、喜夢、惧夢）という区分を行ない、東晋の張湛は『列
子注』にて「情化往復」（感情が変化して行ったり来たりする）説を唱えた。しかしあらゆ
る「情化」（感情の変化）が夢となって現れるわけではない。「情化」が転じて夢となるに
は、その感情が強烈でかつ持続しなければならない。つまり「情化」に一定の深さと強さ
が必要となる。李泰伯は「心溺」すれば夢を見ると主張し、陳士元は『夢占逸旨』におい
て、「情溢」すれば夢になると主張した。 
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